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資料紹介
マルクス・レーニン主義研究所編
『マルクス・エンゲルス著作集』完結に寄せて
杉原 四郎
ー
1956年に第1巻が出たマルクス・エンゲルスのドイツ語版著作集Marx-Engels-W er ke 
が， 12年ぶりでこの程完結した。 39巻（第26巻のみ三冊から成るので計41冊）と補巻 (2
冊から成る）と合せて全部で40巻43冊である1)。今年になってから最終の2巻 (38,39) 
の他に，第26巻（『剰余価値学説史」）の第3分冊と補巻（初期著作集）の第1分冊（マル
クス）という，未刊の4冊全部がやつぎばやに出版されたのは，おそらくマルクス生誕
150年を記念する意味をこめて， Werkeを今年の5月5日までに完結させようという気持
が，編集にあたったベルリンのマルクス・レ,=....ニン主義研究所と出版元のディーツ社との
両方にあったからであろう。
Werke はソ連のマルクス・レーニン主義研究所の編集したロシア語版著作集 cco~
叩 HEHI151)第2版（全39巻41冊， 1955~1966)に基づいたものである。このロシア語
版に基づいた諸国語の全集は他にもある2)が，マルクスとエンゲルスの祖国がドイツであ
り，したがって彼等の主要著作の大部分がドイツ語で書かれている以上， Werkeはそう
した各国語版の中の 1つだというだけではなく，それ自身独特の重要性をそなえていると
いってよい。 Werkeの完結を機会に，以下この全集の構成と特質につ［ヽて，簡単な紹介
をこころみることにしよう。、
1)ロシア語第2版著作集の総索引 (AJI中ABl1THbIYIYKA 3 A TEJib)は，別巻と
して1967年に出されたが， WerkeのResisterband の公刊は数年後になるらしい。
ただし書簡集の部分をのぞいた Werkeの総目録にあたるものは， Werke編集ス
タッフの手で， Werkeと同じ装釘ですでにつぎのように刊行されている。 Mqrx・
Engels Verzeichnis-Werke, Schrifen, Artikel, Dietz, 1966. 
85 
342 ＾爛西大學「親清論集」第18巻第3号
2)ロシア語版に基づく外国語版著作集は，中国語版「馬克思恩格斯全集」 (1961~1965
に第22巻まで刊行された模様）の他，ボー一、フ／卜，ハンガリー，ューゴスラヴィアな
どの東欧諸国で刊行されている。わが国の大月書店版「マルクス・エンゲルス全集」
（現在第18巻までと第23~25巻が刊行ずみ）は， Werkeを底本としているが， ドイ
ツ語以外の言葉で書かれた部分は， ドイツ語訳からの重訳ではなく，原語から直接邦
訳するという方針がとられている。
n 
Werke全巻の内容構成はつぎの通りである。（イ） 第1~26巻には2人の著作，（口） 第
27~39巻には2人の書簡， y、)補巻には1844年までの2人の著作と書簡がおさめられてい
る。（イ）をさらにくわしく見ると，第1巻 (1839~1844)から第19巻 (1875年3月..:.183年
5月）までは2人の著作を編年式にならべ1), 第20巻はエンゲルスの『反デューリング論』
と『自然弁証法」の二つの労作をおさめ，第21・22巻は1883年5月~1895年8月のエンゲ
ルスの著作を編年式におさめる。そして第23~25巻は『資本論』，第26巻は「剰余価値学
説史』にあたるわけである2)。つぎに（口）について。第27巻 (1842年2月~1851・年12月）一
煕5巻(1881年1月~1883年3月） までは， 各巻まずマー）レクス・エンゲルスの往復書簡を
おき，つぎに当該期間に二人のどちらかから第三者に出された手紙を編年式の1厠字でなら
べてある。第36巻 (18~3年 4 月 ~1887年12月）～第39巻 (1893年 1 月 ~1895年 7 月）は，
エンゲルスの書簡集である3)。最後にりであるが，補巻 (Erganzungsband,Schriften• 
Manuskripte• Briefe bis 1844)は2部にわかれ，第1部は1837年1月~1844年8月ま
でのマルクスの著作と書簡，第2部は1839年~1844年のエンゲルスの著作および1838年8
月~1842年8月のエンゲルスの書簡とをおさめている4)。補巻の収録時期は本巻の第1巻
および第27巻の収録時期とダプるので，どの文献がどちらに入っているかをしめす対照表
が，補巻各冊の末尾についている。
つぎに各巻の構成の形式的側面を見よう。（イ）まず巻頭の序説 (Vorwort)は，ソ連のマ
ルクス・レーニン主義研究所のロシア語第2版への序説ー一その巻におさめられた文献の
一般的解説—のドイツ語訳であり，そのあとにベルリンの研究所のはしがき—ー主とし
て編集技術上の簡単な説明ーーがついている5)。（口）巻末に補録 (Beilagen)6)と付録・索
引 (Anhangund Register)とがついている。補録には，ある著作の後年の版への序文
や当該時期の「メモと記録文書」 (Aufzeichnungenund Dokumente)がおさめられ，
付録・索引には，本文の各所につけられた編者の注解 (Anmerkungen), 当該時期の
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二人の年譜 (Datenihres Lebens und ihrer .Tatigkeit), それに人名・地名・引用文
献・事項などの各種の索引がふくまれている7)。なおその他に数葉の図版が各巻ごとに挿
入されている。
1)第2巻 (1844年9月~1846年2月）以降は2人の作品をコミにして発表年代順にな
らべてあるが， 1844年8月に2人がパリで会うまでの著作をおさめた第 1巻だけは別
々 （マルクスは1842年から， エンゲルスは1839年から以降のものを収録）に編集して
ある。第 3巻(1845~1846)は『ドイツ・イデオロギー」のみをおさめてある。
2)この『資本論』 (1962~1964) はその後 Werkeー と同じ装釘で内容も全く同様の単
行本としても出版されている。『剰余価値学説史』 (1965~1968)の方は，ロシア語新
版 (1954~1961)に照応して出たドイツ語新版 (1956~1962)に基づいているが，そ
れと全く同一なのではなく，細部の点で若干の変更がある。 Vgl. Werke, Bd. 26. 1, 
S. XXIV. とくに単行本にはなかった事項索引が第26巻第三分冊の末尾につけられた
ことは，大きなメリットであろう。
3)第27巻 (1963)の序文によれば，この書簡集は第26~37巻におさまる予定だった
(Werke, Bd. 27, S. XXXVII)のに，第39巻までのびたのは，その後の編集の過程
＇で新資料が逐次追加されたためかもしれない。なお最終巻たる第 39巻の巻末には，
「追加」として1846~1880年に書かれた2人の第三者への手紙16通がおさめられてい
る。
4)第2冊におさめられたエンゲルスの手紙が51通に達するのに対し，第 1冊におさめ
られたマルクスの手紙はわずかに3通で，そのため第 1冊では著作と手紙とがコミで
編年式にならべられ、第2冊では二つにわけてある。
5)ロシア語第二版の序文の中で，ロシア語第一版との異同の指摘などドイツの読者に
不必要な部分はカットされている（だが日本語版全集はロシア語第二版の序文をその
まま訳出している）。 なお第30巻以降は Vorwortの形式がやや変更され，ロシア語
版序文のドイツ語訳の最後にあったソ連の研究所の名前が消えて，そのかわりに「こ
の序文はロシア語第二版の序文に大体において従っている」という文章が入り，•その·
後にドイツ語版の編集上の説明がつづき，最後にベルリンの研究所の名前がおかれ
る， という形式になった。
6)補録は第11巻や第20巻のように，全然ない巻もある。
7)・年譜は第 1~19, 21, 22巻の巻末についている。人名索引にあげられた人名は総計
で1万人以上に達しよう。また地名索引は第9巻以降につけられた。事項索引は第20
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巻，第23~26巻および第39巻にのみある。第39巻のそれは，第27~39巻の全書簡集を
対象としたものであって，書簡集の研究上有益である。
][ 
Werke全体を規定する基本性格として，ロシア語第2版にもとづくドイツ語版である
こと，およびそのことの帰結の1つであるが，手稿や異本のたぐいまですべてを網羅し対照
した完全な全集ではないということ，この2点があげられよう。モスコーのマルクス・レ
ーニン主義研究所1)は， 1920年の創立以来マルクス・エンゲルスに関する資料の蒐集・研
究・公刊に多年の努力をつみ重ね，とりわけマルクス・エンゲルスの Histortsh-kritische
Gesamtausgabe (略称 MEGA,1927~35, 12巻13冊で中絶）とロシア語版全集第1版の刊
行 (1928~1947)2)とは， その最も大きな成果であったが， そうした実績をふまえて，ョ
リ充実したロシア語版全集第2版が準備されたのだから， Werkeがこの全集に依拠し，
モスコーの研究所の所蔵する原資料にもとづきつつ編集されるのも，決して不自然ではな
いであろう。一方1948年創立されたDDRの研究所がこの Werke刊行計画を決定したの
は，マルクス歿後70年にあたる1953年だったとのことであるが，その刊行が実際開始され
た1956年当時の研究所は，マルクス・エンゲルス部， レーーニン部，歴史部，文献部などか
ら成り，総員197名の所員を擁していたという3)。そしてこの研究所もすでにそれまでに
2人の業績を， Marx-Engels-Lenin-Stalin,Zur Deutschen Geschichte, Bd. I, I 
(1953~1954) や Marx•Engels, Kleine Okonomische Schriften (1955)などのかたち
で編集刊行していたのだから，ロシャ語版著作集を基礎としてドイツ語版の Werkeを刊
行しうる体制を，この頃にはほぼととのえていたと見てもよいだろう4)。
前節でのべた Werke全体の構成や各巻の配列形式とその内容は，基本的にはロシア語
第2版の通りである。両者の相違といえば，（イ）『経済学批判」のための「序説」として書
かれたマルクスの草稿 (1857)が，ロシア語版では第12巻に入っているのにドイツ語版で
は第13巻にまわされたといった配列順序の相違とか，（口）『資本論』第1部第23章の中の資
本蓄積法則に関する有名な一節の読み方が，ロシア語版は「正比例」になっているのに，
Werkeの方は「反比例」とされている6), といった本文批評のちがいとか，料1850年2
月4日づけのマルクスからワイデマイアーヘの手紙が，ロシア語第2版第27巻にあるのに
ドイツ語版にはなく'7)'逆にあらたに発見されたマルクスのドウンカーあての手紙(1859)
6通がドイツ語版の第39巻に追加されているといっtこ収録資料の異同とか，（二）両国の読者
の特殊性に応じた注解のつけ方のちがいとか，などの諸点をかぞえうるけれども，いずれ
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つぎに Werkeは，その基礎になったロシア語版と同様に，真の意味での全集ではな
<. 厳密には著作集とよばれるべきものである。公表された 2人の労作の大部分は収録さ
れている9)が，二人の危大な草稿の中からとりあげられたものはその一部だけであり 10),
公表のものでも諸著作の各版異同にまではおよんでいない。またドイツ語以外の言語で書
かれたものはすべてドイツ語に醗訳した上で収録されているという点も， Werkeの特長
であると同時に制約でもある。そういう意味でかつてリアザノフやアドラッキーのもとで
刊行された MEGAは，第3部の往復書簡に関しては今度の Werkeの第27,.;,35巻にと
ってかわられたといってもよかろうが， 1840年代末までの著作をおさめた第1部について
は，他日本格的な全集のあらわれるまでは独自の意義を保持しつづけることであろう。そ
うした全集の準備はすでに， モスコーとベルリンの二つの研究所の協力の下に昨秋来は
じめられたようだ11)けれども，おそ・らく量的に Werkeの二倍以上にのぽる Gesamtau-
sgabeの実現のためには，今後数十年を要するであろうともいわれている12)。
1)この研究所についてはつぎの一文を参照。 「マルクス＝エンゲルス＝レーニン研究
所ー一その沿革と事業につい七――」(「ソヴェト大百科」から 大橋邦太郎訳），
「研究のしおり」第 1集（大月書店版「レーニン全集」付録， 1953), pp. 9~16. っ
ぎの三つの研究所訪問記も参考になろう。平野義太郎「マルクス＝エンゲルス＝レー
ニン＝スタ7リン研究所を訪ねて」，「研究のしおり」第7集， 1954, pp. 10~13; 小
林直衛「マルクス＝レーニン主義研究所訪問記」 H,「研究のしおり」第19集， 1956,
pp. 13~16; 高木幸二郎「ソ連訪問記(1)ー モスコーの研究所ー」， 『世界経済評論』，
1963, 4月号， p.40~44。
2)ロシア語第 1版の著作集は実物未見だが， Inhaltsvergleichsregister der Marx-
Engels-Gesamtausgaben, besorgt von Gertrud Hertel (1957) によってその構成
を見ると，全体が3部から成り，第 1部（第1~16巻，全20冊， 1928~1936)が2人の
諸著作，第2部（第17~19巻，全4冊， 1937~1947)が「資本論』（『剰余価値学説史』
を収録するはずの第20巻は出なかった），第3部（第21~29巻， 1929~1946)が書簡
集となっている。各巻の内容項目も Hertelの編著で検出できる。
3)小林直衛「マルクス＝レーニン主義研究所訪問記」に）．「研究のしおり」第20集，
1957, pp. 11~13. の殺述による。
4) Werke ははじめは各巻の編集担当者の氏名をあきらかにしていなかったのに，
Bd. 15 (1961)以来最終ページの裏にその巻の編集スタッフ数名の氏名を明示するよ
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うになったが，それはこの頃になって Werkeの編集作業が一段と整備されたことを
あらわすものかもしれない。ちなみにベルリンの研究所の現状ならびに今後の事業計
画についてはつぎのベルトホルド所長の談話を参照。 ZurMarx-Engels-Forschung 
in der DDR, Interview mit Genossen Professor Dr. Lothar Berthold, Einheit, 
4/5, 1968, s. 546~550. 
5)全巻を通じて配列順序が編年式であり，各巻にその時期の著者の年譜を入れること
や最後の数巻を害簡集とすることなど， ロシア語第2版のこの方式はレーニン著作集
第4版(1941~1951)のそれと同じである。
6)この点については，佐藤金三郎氏の考証を参照。佐藤「『資本制蓄積の絶対的一般
的法則』の定式化の「訂正』について」，『経済学雑誌」第55巻第5号， 1966年。
7) Werke, Bd. 27, S. XXXVIIIを参照。
8) Ibid., Bd. 1, S. IX. 
9)マルクスは1856~1857年に TheSheffield Free Press とロンドンの TheFree 
Pressにロシアの反動的性格をその外交政策の面から追求した「18世紀の外交史の暴
露」を連載したが，この論稿はWerkeにもロシテ語版の方にも収録されていない。
この論稿の内容とそれが従来ソ連で無視されて来た事情については，つぎの文献にく
わしい。田中陽児「モスクワ国家論の一類型一『18世紀の秘密外交史』小考一—-」，
『東洋大学紀要」文学部編第21集， 1967。なおマルクスのこの論稿が西ドイツで刊行
されているマルクス著作集の第3巻として出されたつぎの書物におさめられているこ
とは興味ふかい。 Marx,K., Politische Schriften, zweiter Band, Cotta-Verlag, 
Stuttgart, 1960, S. 727~832. 
10) Werkeに収録されている二人の草稿の主なものを年代順にあげるとつぎの通り。
マルクスの「ギリシヤ哲学ノート」 (1838~1839), 「ジェームズ・ミル評註」および
「経済学哲学手稿」 (1844)—以上補巻第 1 冊，『ドイツ・イデオロギー』 (1845~
1846, Bd. 3), エンゲルスの紀行文「パリからベルンヘ」 (1848, Bd. 5), マルクス
「労賃」 (1847,Bd. 6), 「経済学批判序説 (Einleitung)」 (1857,Bd. 13), アイルラ
ンド問題関係の二人の諸草稿 (1867~1870,Bd. 16), マルクスの「『フランスの内乱』
のための第 1. 第2草案」 (1871,Bd. 17) と「バクーニンノート」 (1874~1875,Bd. 
18), エンゲルスの『自然弁証法」 (1873~1886,Bd. 20), マルクスの「ワグナー評註」
(1881, Bd. 19), 「ラスリッチの手紙への返事の草案」 (1881.Bd. 19), 「ロシア問題
ノート」 (1881~1882,Bd. 19); エンゲルスの「ドイツ史研究ノート」 (1881~1882, 
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Bd. 19), 「歴史における強力の役割」 (1888,Bd. 21)。
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11) Dlubek, R., Unsere Par~ei wahrt das Erbe von Karl Marx und Friedrich 
Engels— Zurn AbschluB der Marx-Engels-Werkausgabe, Einheit, 4/5, 1968, 
s. 583. 
12) Wolle, H., Immer wieder blickt uns Marx an, Neues Deutsch/and, 5, Marz 
1968. 
IV 
このように Werkeは，厳密な意味での全集では決してないけれども，約1,700点にの
ぽる 2 人の作品—そのうち約 400 点は今度はじめてドイツ語で発表されるものである
一と 4,000 を越える手紙1) とを収録しえたという点で，従来のどの著作集—基礎とな
ったロシア語第 2版のそれをもふくめて—よりも網羅的な内容の豊富さを誇りうるもの
である。またマルクスとエンゲルスは，彼等の書きもののおよそ3分の2の分量を母国語
のドイツ語で書いたのだが， Werkeがそれらを収録するに際しての校訂作業はまことに
綿密で，全体として，従来の諸版本よりも一そう精確なテキストを提供しているといって
よいだろう。そのうえ編集者が本文の理解をたすけるために各巻に用意した種々の付録は，
Werkeの価値を大いに高めるものであって， とりわけ総計およそ 16,000に達する註解
と，マルクス・エンゲルスの詳細な年譜とは，それ自体独特の意義をもっ Marxologieの
成果として，評価されるべきものである。だがこれらの点にさらに立ち入ることは省略
し，ここでは最後に， Werkeの第27巻以降の部分を構成する書簡集について一言するに
とどめたい。
前にもふれたが，書簡集は各巻とも 2部にわかれている。第1部がマルクスとエンゲル
スの往復書簡であり，第2部が二人の第三者への手紙である。たとえば第27巻は，第1部
に1844年10月 (10月はじめにエンゲルスがマルクスに出た手紙が往復書簡としてのこって
いるものの最初である）から1851年12月までの往復書簡を，第2部に1842年2月―1851年12
月までに出された二人の第三者への手紙をおさめており，第35巻は第1部に1881年1月か
ら1883年3月14日のマルクスの死にいたる（実際はマルクスのエンゲルスヘの 1月10日づ
けの手紙が最終のもの）までの往復書簡を，第2部に同じ期間の第三者への手紙をおさめ
ている（第36~39巻の内容はすべてエンゲルスの手紙だから，当然この区別はなくなる）。
従来は往復書簡と第三者への手紙とは別々に編集・公刊されてきた。すなわち往復書簡
は， 1913年にベルンシュタインが最初に4巻本にまとめた2)ときも，それを増補改訂した
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MEGAの第三部全四巻 (1929~1933)3)ゃロシア語版著作集第1版の第21~24巻 (1929
~1931)も，往復書簡だけを編年式にまとめたものであり，それとは別に，二人の第三者へ
の手紙は，たとえば，マルクスのクーゲルマンヘの手紙4)とか，エンゲルスのペルンシュ
タインヘの手紙5)とか，あるいは二人のダニエルソンヘの手紙6)とかいう風に，特定の宛
先別に個々に公刊されてゆき，それらがはじめて一括してまとめられるのは，ロシア語版
全集第1版の第25~29巻 (1934~1946)においてであったが，この場合も往復書簡とは別
に編集されていた。それがロシア語第2版の著作集では同じ時代の二人の往復書簡と第三
者への手紙とを同一の巻におさめる方針がとられることになり， Werkeもこれに従って
いるのであって，こうした編集によってはじめて，マルクスとエンゲルスの全書簡を時代
順に追ってゆくことが非常に容易となった。
マルクス・エンゲルスの往復書簡については， Werkeは MEGAやロシア語版の著作
集に新資料をつけ加えておらず，テキストの校訂による従来の日付けの変更をかなりおこ
なっている程度である7)。これに反して二人の第三者に対する手紙の数は，ロシア語版著
作集第1版とくらべて二倍近く増大している。戦後マルクス・エソゲルスの第三者にあて
た手紙および関連資料が大量に発表された。私の知るかぎりで主なものを二，三発表順に
あげれば， (1) Blumenberg, W., Ein unbekanntes Kapitel aus Marx'Leben― 
Briefe an di~hollandischen Verwandten, International Review of Social History, 
I, 1, 1956, pp. 54~111。オランダの伯父フィリップスやその娘に対するマルクスの手紙
12通を含む26点の資料の発表。 (2)Lettres et documents d,e Karl Marx. 1856~1883. 
A cura di Emile Bottigelli; Corrispondenza Friedrich Engels-Filippo Turati. 1891 
~1895. A cura di Luigi Cortesi. A加 ali,1, Feltrinelli Edi tore, Milano, 1958, pp. 149~ 
282。前者はマルクスの夫人や娘たち，ラファルグ等に対する手紙43通，後者はエンゲルス．
とイタリー社会党のリーダートウラーティとの往復書簡43通。りAndreas,Bert, Briefe 
und Dokumente der Familie Marx aus den Jahren 1862~1873 nebst zwei unbekan-
nten Aufsatzen von Friedrich Engels,Archiev fiir Sozialgeschichte, JI, 1962, S. 
167~293。マルクスの家族からクーゲルマンヘの手紙集でマルクス自身の手紙はないが，
『資本論』第1巻執筆当時の記録として貴重。だが戦後の新資料の中の最も大きな収獲は，
1955年に発見されたエンゲルスーラファルグ夫妻の間の約600通の往復書簡であって，そ
の一部は当時 P⑰ seeゃ LabourMonthlyにも発表されたが，後に全3巻の単行本にま
とめられた (F.Engels, Paul et Laura Lafargue, Correspondance, 1868--:--1895。
Paris, 1956~1959) ロシア語版著作集第2版および Werkeは，戦後のこうした収獲を
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すべて収録し，現在われわれが接しうる二人の書簡についての全資料を年代順に編集する
とともに，これに周到な註解や索引を付加して，その全貌を容易に鳥撤する便宜をあたえ
てくれたのであって，この点は Werkeの大きな貢献として特筆されなければならないで
あろう8)。
(1) 二人め往復書簡1545通と彼等からの第三者への手紙2376通とに，補録におさめられ
たマルクス夫人の手紙など二人に関係のある 120通を加えると，優に 4,DOD通をこえ
る。 Schulz,W., Uber 4, 000 Briefe, Burschenblatt fur den deutschen Buchh-
andel, April 1968。
(2) Der Br該fwechselzwischen Friedrich Engels und Karl Marx 1844 bis 1883, 
4Bde., 1913. 改造社版全集第17~20巻 (1930)はこれを底本に訳出したものである。
ベルンシュタイン版についてはレーニンの批判的紹介と研究ノートとがある。「マル
クスとエンゲルスの往復書簡」 (1920,ただし執箪は1913~1914年の頃），大月書店版
全集第19巻所収。 Lenin,W. i., Konspekt zum ,,Briefwechsel zwischen Karl 
Marx und Friedrich Engels 1844~1883", Dietz, 1963. 
― (3) 改造社版全集第25巻(1932)には，ベルンシュタイン版になくあらたにこの MEGA
版にくわわった往復書簡が訳出されている。黄士社版および岩波文庫版の岡崎次郎訳
は MEGA版の全訳をくわだてたが，前者は書簡371で後者は書簡404で中絶した。
戦後1949~1950年にディーツから出た4巻本の往復書簡集はこの MEGAの複刻であ
る。
(4) Marx, Briefe an Kugelmann, mit dem Vorwort zur russischen Ausgabe van 
1907 van W. l Lenin. Dietz, 1952. 中内通明訳，国民文庫， 1954。
(5) Die Br該fevan Friedrich Engels an Eduart Bernstein. 1925. 改造社版全集第
23巻に邦訳がある。
(6) Br埃fevan Karl Marx und Friedrich Engels an Danielson, 1929. 改造社版全
集第21巻に邦訳がある。
(7) MEGAでの日付けが Werkeで変更された手紙のリストが各巻の巻末に掲載され
ている。なお MEGAの往復書簡の総数1569通が Werkeで1545通に減少している
のは，マルクスの代理でイエニー夫人が出した手紙が Werkeでは本文からはずして
補録にまわされているからである。
(8) もっとも Werkeはマルクスやエンゲルスヘの第三者からの手紙は収録していない
ので，懇切な註解にもかかわらず，隔靴掻痒の感をまぬかれぬ場合がすくなくない。
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前掲のエンゲルスーラファルグの場合のように，往復書簡としてまとめられているも
のが，フライリヒラート， I}.:. プクネヒト，カウツキー，ベーベル，プラッケ，ラプ
リオーラなどのイクリア人， ロシアの革命家たちについても，つぎのようにすでに公
刊されているのだから，マルクスやエンゲルスの彼等への手紙の本格的な研究は，ゃ
はりそうした個々の単行本を併用しなくてはなるまい。 Freiligraths Briefwechsel 
mit Marx und Engels, bearbeited von Manfred Hackel, Berlin, 1968. Wil-
helm Liebknecht, Briefwechsel mit Karl Marx und Friedrich Engels, heraus-
gegeben von Georg Eckert, The Hague, 1963. Friedrich Engels'Briefwechsel 
mit Karl Kautsky, herausgegeben von Benedikt Kautsky, ;Wien, 1955 (岡崎
次郎訳『エンゲルスのカウツキーヘの手紙』，岩波文庫， 1952は，本書の初版ー19~5-
の禰訳）。 August Bebels'Briefwechsel mit Friedrich Engels, herausgegebon 
von Werner Blumbenberg, The Hagne, 1965. -Marx• Engels,. Briefwechsel mit 
Wilhelm Bracke (1869-1880~, Berlin 1963. La corrispondenza di Marx e 
Engels con italiani 1848~1895, A cura di Giuseppe Del Bo, Milano, 1964. 
K. Map,cc, cf). 31-tzaiJbc 11 Peoo.1t10四 0邸邸 Poccun,MocKBa, 1967.'なお二人
とクーゲルマンとの間の往復書簡集も 1970年頃までに DDRのマルクス・レーニン
主義研究所から公刊されるらしい。前掲のベルトホルド所長のインクービューを参
照。 E(nheit,4/5,'1968, S, 550. 
追註 脱稿後接しえた二，三の関係文献について余白を利用してしるしておこう。
(1) New York Daily Tribuneに寄稿した2人の論文のうち Werkeに収録され
ていないものが若干あるが，それらのクイトルは LouisLazarusによって作成さ
れたリストで検出できる， cf.The American Journalism of ,Marx & Engels, ed. 
H.M. Christman, New York, 1966, pp. 255-267. 
I (2) ロシア語版著作集と同じ装釘でマルクス・エンゲルスの初期著作集 (11aPaH-
邸 xnpouaoeiJe1-tua,1956)が出ており．，大月書店版全集はこれを序巻として訳出す
る予定であったようだ（全集内容見本， p.4を参照）が， Werke・の補巻は，これと
は別個に編集刊行されたもので，量的にも 2倍近くになっている。
(3) つぎの文献は， ロシア語第2版著作集の内容上また編集上の特色やモスコーのマ
ルクス・レーニン主義研究所の現状について解説したもので， Werkeの理解にも間接
的に役立つところが多い。 BB.llUKOe凡ac.1teiJue,0 Bmopo.M 11函a1-tuuCo<tu1-te1-tua 
K. Map,cca 11 <P. 31-tze.1tbca. MoCKBa, 1968. 
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